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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・オムツ用のゴミ袋が、青色へ変更となっています。周知お願いします。

・土井Ｄｒ、来週お休みの為、皮膚科診察はありません。

・南Aユニットのパソコンが古すぎて修理出来ず、新しいパソコンを設置しています。

・次回小倉Ｄｒ診察日が3/2から3/1へ変更となっています。

＜患者様連絡事項＞

・種本　サハ様～栄養カテーテル、膀胱留置カテーテル交換しています。

・眞角　とせ様～膀胱留置カテーテル交換しています。

・熊野　文吉様～ご家族様へ返却する荷物を介護訓練室で保管しています。ご家族様来院時、忘れずに返却して下さい。その際、オムツプラン②へ加入していただくので、申し込み用紙へ記入してもらって下さい。
＜要注目患者様＞

・村井　チヤ様～幻聴に関する訴えなく余暇時はホールで過ごしています。午前体温36.3℃、16時体温37.1℃で経過しています。

・鳥谷部　洋次様～バイタルサイン異常なく、酸素飽和濃度90％維持しているため、酸素5Ｌまで減量しています。断続的に大声を出し、介入時の抵抗みられています。

・和田　すゑ様～体温38.1～37.5℃にてクーリング施行しています。やや血圧低値、呼吸浅くやや努力様の呼吸みられています。血糖値356～445mg/dl。左下肢末端色不良で冷感あります。主治医報告し、状態悪化のため心電図モニター装着しています。点滴2本処方、内服薬止め、血糖測定3検の指示あり。16：30酸素飽和度70％台まで低下し、吸引施行するも70～80％であるため、田名部Ｄｒへ報告し酸素5L開始しています。酸素飽和度80％後半。HR110～140台、JCSⅢ-100で経過しています。急変時は心臓マッサージ、強心剤の使用せず、延命処置は希望していません。また家族へ面会可であること伝えています。

・馬場　清様～夜間帯は不眠時継続指示希望あり、服用し以後良眠で経過しています。日中は不穏や易怒性はありません。

・熊野　文吉様～朝食・昼食共に残食あるが、不調の訴えなし。出口を探すことなくプログラムへ参加し、余暇は臥床して過ごされている。

・小澤田　明彦様～採血結果と胸部レントゲンの結果より、肺炎との事で夕より食止めとなり、明日24時まで点滴キープの指示が出ています。内服薬は継続ですが、嚥下困難時は中止可です。また発熱時の継続指示ですが、カロナール服薬困難時、アンヒバ坐薬挿肛の指示となっています。弟様と連絡がとれ、2/24(金)14時より面談予定となっています。

・聖前　富次郎様～朝食1/3、昼食1/2摂取しています。食事摂取量少ないことを田名部Ｄｒへ報告していますが、経過観察の指示が出ています。

・高橋　礼子様～11：30体熱感あり、体温38.5℃、他バイタルサインの異常や感冒症状なし。声掛けに対し、変わりなく返答しています。立ち上がる事なく臥床し過ごしている。以後、体温38.8～38.0℃にて、田名部Ｄｒへ報告し、カロナール（200）2T処方となり服用しています。20時にインフルエンザテストの指示が出ています。体温最終16時38.0℃でクーリング継続しています。

＜深澤Ｄｒ診察＞

・中村　なみゑ様～持参薬鑑別済みです。明日担当医から印をいただいてください。臨時薬ラックB（3.0）3×1　7日分継続処方となっています。
・小笠原　澄子様～臨時薬、センナリド2Ｔ追加となりにて7日分処方となっています。
・北向　みつる様～臨時薬、同内容にて14日分継続処方となっています。
・和田　すゑ様～本日11時より、主治医面談実施しています。急変時は心臓マッサージ、など延命処置は希望せず、強心剤も希望していません。ラクテックが2本(11時から2/23　12時)、血糖測定1日3検(高値、低値でも報告不要)、内服薬中止となっています。16:30酸素飽和濃度低下あり、田名部Ｄｒ報告し5Ｌ酸素開始しています。

・関川　良雄様～臨時薬(ロキソプロフェンＮａ、レバミピド)、飲みきり止めとなっています。

・藤村　悦子様～オラドールトローチは飲みきり止めの指示でしたが、本人が継続の希望があったため、田名部Ｄｒより1日分処方となっています。

・鳥谷部　洋次様～点滴1日分同内容で処方となっています。

＜田名部Ｄｒ診察＞

・石橋　ヒデ子様～臨時薬同内容で７日分処方となっています。

・福田　りわ様～臨時薬同内容で７日分処方となっています。

＜OTより＞

・２月の総括を3/3まで入力お願いします。

＜パス評価＞

・細川　洋様～入院2ヶ月

　　　　　　　ＦＩＭ評価108点(前回110点)

　　　　　　　ＦＡＳＴレベル：４　　ＤＢＤ：8点　　(前回と変わりなし)

　　　　　　　現在帰宅要求があり出口を探す事や出口で座り込むことがあるが、夜間はまとまった睡眠はとれている。妄想に左右された発言や幻視に関する訴えなし。不安の訴え聞かれているため、傾聴していく。今後はケア会議を設定し、今後の方向性を確認していく。

・鳥谷部　洋次様～入院２ヶ月

　　　　　　　　　ＦＩＭ評価22点(前回と変わりなし)

　　　　　　　　　ＦＡＳＴレベル：7　　ＤＢＤ：26点　　(前回と変わりなし)

　　　　　　　　　点滴キープ中、酸素流入中。身体状態悪化しているが、ここ数日は声かけに対する反応がよく、介入に対しての拒否がある。パス継続していく。

・藤村　悦子様～入院12週間

　　　　　　　　Ｈ29.1.11　北病棟より転入となる。日課は自立しているが、自室で過ごす事が多い。プログラムへの参加を促していく。退院後は施設入所を希望。グループホーム「トントン村」入所について相談している。

※中村　なみゑ様：評価記入していなかったので、実施していません。Ｄｒ印はもらっています。

＜褥瘡なし評価＞

・吹越　勇一様～食事は全量摂取できている。体重は変化なし。ＢＭＩ：15.5。12月採血ではＡＬＢ値低値である。日中は車椅子移乗しテレビを見ていることが多いが、夜間は自分で体位変換することができている。

・種本　サハ様～体重は以前と変化なし。ＢＭＩ：18.6。側臥位促すも体動活発さ見られている。膝や下肢などに擦過傷あるためベッド柵に当たらないよう注意が必要、また車椅子への離床もしていく。以前臀部に褥瘡発生したため便失禁の際はすぐに交換するようにする。臀部のびらんがあり皮膚状態観察していく。







